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For a peaceful epilogue of life: An integrated outcome research
center based on public health, forensic medicine and law

基盤研究(Ｂ)

A peaceful epilogue to our lives is what every human-being desire.
However, in our rapid-aging country, there are many cases in which it cannot be
accomplished, such as in the case of a solitary death, by being abused, an
accident, or difficulty in dying at home. In this research, the actual conditions
of these “avoidable deaths” in our country were explored by means of an
interdisciplinary research with a health service research, and forensic medicine
and a legal viewpoint.
As a result, the community mutually supports itself based on an understanding of
the dementia or psychiatric disorders, and a safe environmental management (the
safety of farm machines etc) of the area. It was suggested that the medical
welfare network in the community, such as the improvement of the role of the home
support clinics or the end-of life care in the facilities, was very important.
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穏やかな人生の最期のために、公衆衛生学―ヘルスサービスリサーチと、法医学、法学的な
視点との学際研究により、わが国の「避けるべき死」の実態を実証的に探った。その結果、
地域における認知症や精神疾患の理解にもとづく支援体制、また、地域の安全環境整備（農
機具の安全性など）、地域医療福祉ネットワークの重要性、そして、 “死”という究極の
アウトカムを法医学・公衆衛生学双方から学際的に分析する有用性が示された。
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１．研究開始当初の背景 ４．研究成果

２．研究の目的

３．研究の方法 (3)施設での看取りにおける死の質向上のた
めの方策：死後の入浴（湯灌）を実施して
いる施設の実態および職員の認識を調査
し、死後のケアを通して、家族・家族に
とっての死の受容の過程としての意義、人
生最後のケアの意味を再認識できるプロセ
スとしての意義などが示され、施設におけ
る死の質に寄与しうる知見を得た。
　
これらのことから、法医学は法学によって
得られた“死”という究極のアウトカムを
公衆衛生学（ヘルスサービスリサーチ）と
ともに学際的に分析することにより、今後
の超高齢社会における質の高い人生の最後
に寄与しうる実証知見が得られることが明
らかになった。今後、引き続き、研究体制
を整備していきたい。

穏やかな人生の最期は誰しもが望むものである。
しかし、孤独死、虐待、介護心中、不慮の事故な
ど、それを成しえない各種の状況が多々報じら
れ、人々に高齢社会の不安を煽っている。
高度経済成長を経て世界一の長寿を達成しえたわ
が国は、この成長に貢献してきた世代の努力に報
いるためにも、そして長寿を目指し後に続く国々
のためにも、穏やかな最期を迎えられる社会の実
現を目指す責任がある。そこで、われわれは、従
来疫学的分析がほとんどなされてこなかった法医
学関連データに着目し、絶対的なアウトカムであ
る人の死に学ぶべく、萌芽研究等を通じてデータ
ベースを整備し、実証研究を試みてきた。ここに
は死に至った心身の状態のみならずそれまでの受
療状況・生活・家族社会環境など生活史の全てが
凝縮され、検証すべき有用な情報に富んでいると
考えられた。

本研究の目的は、これらの法医学との取り組みを
基盤にし、さらに法学的に判例の疫学分析をも加
え、わが国の「避けるべき死」の実態を、①孤独
死（病死を含む看取られない死）、②虐待、殺
人・介護心中、③不慮の事故による死亡、④火災
による死亡に焦点をあて、我々の専門とする地域
医療福祉のためのヘルスサービスリサーチを基盤
に、１．法医学関連（①過去の剖検記録、②検案
記録、③行政解剖データベース）２.　法学関連
①「判例体系CD-ROM」に基づく判例事例の疫学的
分析、②地域の取り組みの法学・社会保障の側面
からみた実態把握　の多側面から実証分析し、そ
の解決策を提案していこうとするこれまでにない
学際実証研究である。

(1)法医学・法学の視点からの分析：過去の
剖検記録データの整備：データベース整備
を進め、各種ニーズに応じた集計しうるシ
ステムを整えることができた。
死体検案事例の検証：検案事例による死亡
から発見までの時間をアウトカムとしたcox
regression分析においては、認知症の地域
での見守りの重要性が示唆された。また、
検案事例データベースによる高齢者の自過
失死の経過の分析では、後期高齢者・男
性・非独居世帯・過疎地域に多く、原因は
転落・誤嚥が、関連動作は、仕事、次いで
入浴・食事であった。仕事関係の中では、
農作業中の事故死が最多であった。農業用
トラクター等の機械事故がほとんどであ
り、高齢者の農作業における危険が明らか
になり、今後のさらなる高齢化にむけた農
業の安全管理の重要性が示唆された。
剖検記録の分析においては、家庭内殺人事
例を分析し、精神疾患などがある介護者が
高齢者を介護している場合の殺人事例な
ど、外部の支援を絶った事例への地域での
対応が重要であることが示された。

(3)施設での看取りにおける死の質向上のための方
策：死後の入浴（湯灌）を実施している施設の実
態および職員の認識を調査した。

(1)法医学視点からの分析：まず、過去の剖検記録
データを項目別に入力し、キーワードで検索でき
るデータベースを整えた。
死体検案事例の検証：検案事例データベースもと
に、死亡から発見までの時間をアウトカムとした
cox regression分析により、発見時間の延長と関
連する要因を明らかにした。また7年間の高齢者の
自過失死の経過の分析を行った。
剖検記録および判例体系CD-ROMの分析：家庭内殺
人事例を分析した。

(2)在宅看取りのあり方についての実証研究：県内
の全訪問看護ステーション69施設を分析対象と
し、在宅看取り率への関連要因を分析した。

(2)在宅看取りのあり方についての実証研究
：一県内の全訪問看護ステーション69施設
を分析対象とし、在宅看取り率との関連要
因を調査した結果、病院に併設されていな
いこと、在宅療養支援診療所と連携してい
る、訪問看護指示書を発行した主治医と電
話・対面での情報交換が十分できている施
設ほど、在宅看取り率が高く、地域での在
宅支援診療所を中心として医療福祉ネット
ワークの充実が必要であることが示され
た。
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